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魅力千寿会の魅力
千寿会には、時代が変わっても揺るがない想いがあります。
それは「利用者様の笑顔」への想いと、家族のような温かさで
す。今回は、職種の異なる２名のベテランが登場。部署を越えた
チームワークと「よかよか」の精神を通じて、私たちが大切にし続
けたい千寿会の魅力を紐解きます。

入職して15年、最も強く感じるのは、職員全員の目指す方向が一致して
いることです。年齢や経験にかかわらず、「利用者様の笑顔を大切にす
る」という基本理念が全員に浸透しています。そのため、意見が分かれて
も、共通の判断基準を基に全員が納得できる最善の方法を選べます。こ
のぶれない軸があるからこそ、迷いなく日々のケアに向き合えています。

陽光園本館

職員同士の関わり方やチームワークの魅力

理念の共有が生む一体感

千寿会には、利用者様やご家族様、職員がまるで１つの大きな家族のよ
うな温かさがあります。地元の方が多く、「孫のようだ」と親しんでいただ
くこともあり、この「距離の近さ」こそが私たちの強みです。互いに心を開
ける関係だからこそ、利用者様の本当の想いや小さな変化に気づくこと
ができます。この温かい信頼関係を基盤に、皆さんが心から安心できる
ケアを追求しています。

千寿会が誇る、利用者様への向き合い方

地域に根差した家族のような温かさ

入職当初、失敗に落ち込んでいた私を救ってくれたのは、ある利用
者様からの「それがあなたの経験よ」という言葉でした。「今は役に
立たなくても、いずれその経験が生きるときが来る」。その言葉は10
年経った今も私の指針です。また、先輩方はミスをしても「よかよか」
と明るく切り替えを促してくれました。この安心感があるからこそ様々
なことに挑戦でき、今では互いの得意・不得意を補い合うチームワー
クが定着しています。

自身の成長とそれを後押しする環境

失敗を「経験」に変えて

時代が変わっても、千寿会の「笑顔」を大切にする風土と丁寧な教育
は変わりません。かつて私が支えられたように、今度は私が後輩たち
に「よかよか」と声をかけ、安心して成長できる環境を作りたいと
思っています。私自身も良き手本となれるよう、利用者様から「あな
たなら安心できる」と心から信頼される存在を目指し続けます。

千寿会が大切にし続けている想い

変わらない「笑顔」を次世代へ

＼ベテランが語る！／

鍬田 麻衣さん
くわ　   た             ま         い

千寿会の一番の魅力は、職員同士のチームワークの良さです。介護現場
に新しい職員が入職した際、忙しい合間を縫って厨房まで紹介に来てく
ださいます。職種が違っても、同じチームの一員として認められていると
実感できる嬉しい瞬間です。この連携は利用者様のケアにも直結してい
ます。入院により食事形態の変更が必要になった利用者様が戻られた
際、厨房と介護職員が情報を共有します。「こういう食事なら食べられそ
う」という現場からの要望を受け、調理方法を工夫した結果、再び固形物
を食べられるようになった事例も。職種を超えた連携によって、利用者様
の生活を支えられていると実感します。

栄養管理部 調理員 

職員同士の関わり方やチームワークの魅力

垣根を越えた連携が生む信頼と成果

「できない」ではなく「どうしたらできるか」を常に問う姿勢があります。
例えば、嚥下機能の問題で普段はゼリー食を召し上がっている方から、

「普通の麺を食べたい」と希望があったときのこと。単にゼリーで固めた
麺ではなく、普通食の麺を極限まで柔らかく調理し、他の方と同じ食感
を楽しんでいただけないかと試行錯誤しました。提供時は介護職員に見
守ってもらい、フィードバックをもらいました。リスクを管理しつつ、その
人らしい食の楽しみを追求する過程に、千寿会の誇りを感じています。

千寿会が誇る、利用者様への向き合い方

「普通の食事」を諦めない個別対応の追求

入職当時と比べて、周りを見る力と人への関心が深まったことに成長を
感じています。以前勤めていた病院では、250食規模の調理を担当してい
ました。しかし完全分業制のため、おかず担当はその業務を行うだけ。患
者様の顔も知りませんでした。現在は、利用者様の顔と名前を覚え、食事
の様子を見に行くことができます。「今日はご飯が進んでいない」と気づ
けば介護職員と共有したり、個別に量を調整したりと、一人ひとりに気を
配れるようになりました。食札や行事食の感想を通じ、利用者様に興味を
持って「その人のための食事」を作れる環境にやりがいを感じています。

自身の成長とそれを後押しする環境

「作るだけ」から
「食べる人を見る」仕事への変化

近年、現場では多くの外国籍職員が活躍しています。文化の違いを超えて真
剣に学ぶ彼らの姿に刺激を受ける日々ですが、時代や人が変わっても、千寿
会が大切にしているのは「笑顔」です。理事長が掲げる「楽しい日々を過ごす」
という理念の通り、食事を通じて笑顔になっていただきたいと考えていま
す。ゼリー食の方も目で見て楽しめるよう盛り付けを工夫するなど、これから
も利用者様の笑顔を引き出す食事作りに励んでいきます。

千寿会が大切にし続けている想い

変わらない「笑顔」へのこだわり

川端 由佳莉さん
かわ    ばた          ゆ         か        り


